
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEWS & TOPICS  ～毎号、災害ボランティアに関するニュースや出来事をお知らせします～ 

 

 

 

当センターホームページにて災害ボランティアの登録を随時受付していますので、ぜひご登録をお願いします！ 

また、有事の際に協力していただける専門職災害ボランティアの登録も、併せて行っております。 

◎傾聴ボランティア 被災によって発生する不安や病気を軽減するため、仮設住宅や 

独居高齢者等へ傾聴訪問を行うボランティア 

要件：1年以上の傾聴ボランティア活動、社会福祉士、精神保健福祉士 

◎医療福祉ボランティア 活動するボランティアの健康管理や応急処置、医療相談等 

 要件：医師、看護師、救急救命士、薬剤師、作業療法士など 

 その他にも様々な専門職ボランティアを募集しております、詳しくは 

 災害ボランティアセンターホームページをご覧ください。 

 

 
 

 2 月 25 日（日）、災害ボランティアセンター図上訓練を 

災害時に災害ボランティアセンター設置する若潮交通公園 

の体験学習施設で行い、支部社協、青年会議所やこども・ 

子育て関係団体、市役所等、85名の方が参加されました。 

 今年の訓練は、近年各地で頻発している「水害」で子ど 

も・子育て関連をテーマとして、市の防災計画に基づき、 

元町（当代島・猫実・北栄・堀江・富士見地区）が水没す 

るという想定の元、被災状況を地図に落とし込み、グルー 

プ毎に話し合いました。 

 被災した地域を支援するため、中町・新町地域では、災 

害時要援護者の避難支援や指定避難所以外の避難所開設、 

それぞれの時期で予想される困りごと（ニーズ）への解決 

策を話し合いました。 

 市役所・社協では条件付与（問題）についての対応を考 

える、として災害時事業継続計画や地域防災計画に即して 

行動できるかの訓練を行い、連携を確認し合いました。 

 ご参加いただいたみなさま、本当にありがとうございま 

した。今回の訓練で出た反省点や問題点を一つずつクリ 

アして、充実した運営を行っていきます。 

平成30年 3月 15日発行 

浦安市社会福祉協議会 
浦安市災害ボランティアセンター 
〒279-0042 浦安市東野 1-7-1  
☎047-355-5520 fax 050-3153-2421   
E-mail info@urayasusvc.jp 
ホームページ http://urayasusvc.jp 

地図を見ながら話し合い 

共有会議、みんなの意見を集約中！ 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「さいぼら通信」カラー版は浦安市災害ボランティアセンターホームページで閲覧できます。 

 

 

～“もしも”に備える 防災クイズ～ 
 

“もしも”のときにどう行動すればよいのか、ぜひ挑戦してみてください。 

問 1 非常持ち出し袋はどこにしまう？  ①枕元の近く ②玄関先   ③家中にあちこち 

問 2 非常食はどのくらい必要？   ①１日分 ②３日分   ③７日分 

問 3 災害が起きた、どこに逃げる？  ①      ②        ③両方 

 

 

 

 Ｙahoo!JAPAN では、３月 31日まで期間限定で、全国統一防災模試 

「いざという時、自分で自分を守れるか、大切な人を守れるか。実際に起きた時、 

正しい行動がとることができるか。」の防災への啓発アプリを配信中です。 

 期間終了後には、特設サイトにて問題をダウンロードできる予定です。これを機会 

にみなさんの防災力を高めてみてはいかがでしょうか？ 

https://bousai.yahoo.co.jp/pr/201803/          ※ リンク先は「Yahoo! JAPAN」アプリのサイトになります 

解答 問1：③ 問2：③ 問3：① ※詳しい解説はホームページへ！！ 

 

 

 昨年の 12月９日（土）に災害ボランティアネットワークの研修として、 

防災体験学習施設「そなエリア東京」へ研修に行きました。 

 「そなエリア東京」は、東京臨海広域防災公園は国の災害応急対策 

の拠点として整備された 6.7 ヘクタール（ha）の国営公園と 6.5ha 

の都立公園の計 13.2ha の広域防災公園で、その中にあります。 

 施設内では被災した駅前を再現したジオラマの中で防災に関する問 

題に答える防災体験「東京直下 72h TOUR」に参加しました。 

 研修での体験を踏まえて、いつ起こるかわからない災害に対して、今 

後もこの様な研修を行っていきます。 

 

 

 ３月７日（水）に「防災ママカフェ in うらやす」として、子育て中の 

親子を対象に防災講座を実施しました。お子様を含む 80 名の方が 

参加されました。 

 本講座では、災害に備え親として大地震が起こる前にするべき行動 

や震災発生時やその後の生活で役に立つ知識などを講座形式で行い 

ました。 

 また、防災食の試作＆試食として、各テーブルで実際に防災食を温 

めるキットを使用して、子どもたちと一緒に食べる機会を設けました。 

 今後も「防災」についての啓発に取り組んでいきます。 


